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緊急事態宣言発出後も感染拡大が
続き、期間が延長されています。
組合の取り組みや会議は慎重に開
催の可否を検討しますので、事前
に支部にお問い合わせください。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
組
織
委
員
会

の
森
会
長
の
軽
は
ず
み
な
発
言

が
物
議
を
呼
ん
で
い
る
。
臨
時

評
議
員
会
で
女
性
蔑
視
と
も
取

ら
れ
か
ね
な
い
発
言
を
し
た
か

ら
だ
▼
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
反
応

は
辛
辣
。
英
の
ロ
イ
タ
ー
通
信

や
仏
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
、
米
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
や
ワ

シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙
が
こ
の
発

言
を
大
き
く
取
り
上
げ
て
批
判

し
た
。
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ

ャ
ッ
プ
指
数
は
１
５
３
カ
国
中

１
２
１
位
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題

後
進
国
の
実
態
を
世
界
に
露
呈

す
る
結
果
と
な
っ
た
▼
国
内
の

反
応
は
ど
う
か
。
各
種
メ
デ
ィ

ア
を
は
じ
め
市
中
は
概
ね
良
識

の
あ
る
反
応
だ
が
、
衆
院
予
算

委
員
会
で
の
菅
首
相
の
答
弁
は

理
解
不
能
。「
詳
細
は
承
知
し

て
い
な
い
」
が
「
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
発
言
だ
」。
内
容
は
良

く
知
ら
な
い
け
ど
皆
が
批
判
し

て
い
る
か
ら
ダ
メ
な
ん
じ
ゃ
な

い
と
聞
こ
え
て
し
ま
う
の
は
私

だ
け
か
？　

も
っ
と
も
、
大
手

映
像
会
社
に
勤
め
る
息
子
が
総

務
省
官
僚
を
不
適
切
に
接
待
し

て
い
た
事
実
を
「
別
人
格
だ
か

ら
」と
発
言
で
き
て
し
ま
う
人
。

こ
の
国
の
行
く
末
が
本
当
に
心

配
だ
▼
直
後
に
開
い
た
森
会
長

の
謝
罪
会
見
も
批
判
の
的
に
。

会
見
と
は
名
ば
か
り
の
囲
み
取

材
で
質
問
の
数
も
事
前
に
制
限

し
て
い
た
そ
う
だ
。
挙
句
の
果

て
に
記
者
の
詰
問
に
耐
え
ら
れ

ず
逆
切
れ
す
る
場
面
も
。
本
当

は
悪
い
と
思
っ
て
い
な
い
か
ら

当
然
か
。
皆
の
気
持
ち
が
離
れ

た
ら
五
輪
自
体
も
成
功
し
な
い

よ
ね
。

　

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
小
金
井
国
分
寺
支
部
第
五
十
三
回
定
期
大
会

を
組
合
規
約
第
二
十
条
に
よ
り
左
記
の
通
り
行
な
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、
日
　
時　

二
〇
二
一
年
四
月
十
八
日
㈰
午
前
九
時
三
十
分
開
会　

正

午
十
二
時
閉
会

一
、
会
　
場　

国
分
寺
労
政
会
館
《
四
階
・
第
五
会
議
室
》

一
、
代
議
員	

（
Ａ
）と（
Ｂ
）で
構
成
す
る
。

	

（
Ａ
）二
〇
二
一
年
二
月
一
日
当
初
組
合
員
数
に
対
し
、
分

会
を
単
位
に
四
十
人
に
一
人
（
端
数
二
十
人
以
上
は
一
人

を
加
え
、
十
九
人
以
下
は
切
り
捨
て
）
と
、
基
礎
定
員
数

三
人
で
構
成

	

（
Ｂ
）支
部
執
行
委
員
及
び
支
部
執
行
委
員
待
遇
（
二
十
九

人
）、
会
計
監
査
（
二
人
）

※	

特
別
代
議
員
は
青
年
部
、
主
婦
の
会
、
長
楽
の
会
か
ら

各
一
人

第
五
十
三
回
支
部
定
期
大
会
代
議
員
告
示

支
部
執
行
委
員
長　

鯉
淵
　
勝
也

日
本
一
安
い
掛
け
金
で
充
実
の
補
償
！

日
本
一
安
い
掛
け
金
で
充
実
の
補
償
！

ど
け
ん
火
災
共
済
・
地
震
共
済
加
入
募
集
中

ど
け
ん
火
災
共
済
・
地
震
共
済
加
入
募
集
中

日
本
の
申
告
納
税
制
度
は

「
自
主
記
帳
・
自
主
計
算
・
自

主
申
告
・
自
主
納
税
」
が
原
則
。

し
か
し
１
９
６
０
年
代
後
半
、

税
務
調
査
の
立
ち
合
い
拒
否
や

押
し
付
け
課
税
が
横
行
し
、
税

務
当
局
に
対
す
る
怒
り
が
広
が

り
ま
し
た
。
３
・
13
重
税
反
対

全
国
統
一
行
動
は
、
地
域
で
取

り
組
ま
れ
た
集
団
申
告
や
税
務

署
交
渉
な
ど
の
教
訓
に
学
び
１

９
７
０
年
に
第
１
回
の
行
動
が

開
催
さ
れ
、
各
階
層
の
国
民
の

怒
り
を
結
集
す
る
場
と
し
て
発

展
。
重
税
に
反
対
し
、
税
金
の

使
い
方
に
つ
い
て
も
、
納
税
者

み
ず
か
ら
が
意
思
表
示
を
す
る

行
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
付
加

価
値
税
の
導
入
や
売
上
税
法
案

に
反
対
し
、
消
費
税
増
税
反
対

の
運
動
を
展
開
し
て
50
年
余

り
。
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
で
医
療
機

関
を
は
じ
め
社
会
全
体
が
疲
弊

し
、
明
日
の
生
活
さ
え
ま
ま
な

ら
な
い
労
働
者
が
増
え
続
け
て

い
ま
す
。
安
倍
政
治
を
継
承
し

た
菅
内
閣
は
感
染
拡
大
を
止
め

る
重
要
な
局
面
で
、
一
部
の
業

界
し
か
潤
わ
な
い
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
敢
行
し
、
首
都

圏
だ
け
で
な
く
地
方
に
も
感
染

を
広
げ
る
失
態
を
犯
し
ま
し
た
。

し
か
も
こ
の
よ
う
な
大
変
な
状

況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

２
０
２
１
年
度
予
算
で
は
、
５

兆
３
千
億
円
を
超
え
る
過
去
最

大
の
防
衛
費
を
計
上
。
現
在
は

休
止
中
の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
６
月
ま
で
延
長
し
１
兆

円
を
超
え
る
追
加
予
算
を
計
上

し
ま
し
た
。
国
民
の
期
待
を
裏

切
り
、
庶
民
派
・
改
革
派
の
印

象
が
崩
れ
た
菅
政
権
の
支
持
率

は
急
落
し
続
け
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
大
変
な
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、
地
域
ご
と
の
重
税
反
対

統
一
行
動
が
国
に
対
す
る
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。
行
動
に
参

加
し
て
一
緒
に
声
を
あ
げ
ま
し

ょ
う
。

支
部
近
隣
地
域
の
行
動
は
以

下
の
通
り
で
す
。

◇
立
川
税
務
署
（
立
川
・
昭
島
・
国
分
寺
・
国
立
・
東
大
和
・
武
蔵
村
山
）

　
【
日
時
】３
月
12
日
㈮
午
前
10
時
か
ら

　
【
場
所
】立
川
緑
町
公
園
（
立
川
税
務
署
北
側
の
公
園
）

◇
武
蔵
野
税
務
署
（
武
蔵
野
・
三
鷹
・
小
金
井
）

　
【
日
時
】３
月
12
日
㈮
午
前
９
時
30
分
か
ら

　
【
場
所
】武
蔵
野
公
会
堂
（
武
蔵
野
市
南
町
１
︱
６
︱
22
）

◇
武
蔵
府
中
税
務
署
（
府
中
・
調
布
・
狛
江
）

　
【
日
時
】３
月
12
日
㈮
午
後
１
時
か
ら

　
【
場
所
】本
町
児
童
公
園
（
府
中
市
本
町
４
︱
５
）

◇
東
村
山
税
務
署
（
小
平
・
東
村
山
・
清
瀬
・
東
久
留
米
・
西
東
京
）

　
【
日
時
】３
月
12
日
㈮
午
前
10
時
か
ら

　
【
場
所
】天
王
森
公
園
（
東
村
山
市
本
町
３
︱
45
）

新型コロナウイルスが広まってから丸１年新型コロナウイルスが広まってから丸１年新型コロナウイルスが広まってから丸１年新型コロナウイルスが広まってから丸１年あ
な
た
の
参
加
が
日
本
を
変
え
る

あ
な
た
の
参
加
が
日
本
を
変
え
る

　
重
税
反
対
統
一
行
動
に
参
加
し
よ
う

　
重
税
反
対
統
一
行
動
に
参
加
し
よ
う

大変な状況は続きますが
　　　　困ったことは組合に相談を！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
中
を
席
巻
し
て
か
ら
丸
１
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
昨
年
の
こ

の
時
期
は
、
海
外
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大

傾
向
を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、

日
本
国
内
で
は
感
染
者
が
数
十

人
に
と
ど
ま
り
深
刻
な
状
況
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
２
月
の
あ
し
ば
（
第
４
８

３
号
）
を
見
ま
す
と
、
１
面
の

ト
ッ
プ
記
事
は
「
旗
び
ら
き
」、

２
面
に
は
後
継
者
対
策
部
と
青

年
部
で
開
催
し
た
「
新
年
会
」

と
「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
」

の
記
事
が
並
び
ま
す
。
今
年
は

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
は
全
て
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
の
暮
れ
か
ら
年
明
け

に
か
け
て
感
染
者
数
が
急
増
し

新
規
感
染
者
数
が
２
５
０
０
人

に
迫
る
勢
い
の
な
か
１
月
７
日

に
二
度
目
と
な
る
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
、
期
間
が
延
長

さ
れ
て
い
る
状
況
を
受
け
て
の

苦
渋
の
決
断
で
し
た
。

１
月
18
日
に
予
定
し
て
い
た

支
部
旗
び
ら
き
に
つ
い
て
は
、

１
月
の
執
行
委
員
会
を
旗
び
ら

き
と
位
置
付
け
て
旗
を
開
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
団

結
の
場
と
し
ま
し
た
。
速
や
か

に
感
染
拡
大
を
抑
え
込
み
、
一

日
で
も
早
く
活
気
の
あ
る
日
常

に
戻
し
た
い
も
の
で
す
。

先
行
き
が
不
透
明
で
大
変
な

状
況
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す

が
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら

す
ぐ
に
組
合
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
困
っ
て
い
る
仲

間
が
い
た
ら
見
過
ご
さ
ず
、
東

京
土
建
に
相
談
す
る
よ
う
声
を

か
け
ま
し
ょ
う
。
仲
間
が
仲
間

を
救
う
行
動
が
今
ま
で
以
上
に

大
切
で
す
。

コロナに負けず団結してこの１年もガンバロウ！
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新
年
号
ま
ち
が
い
さ
が
し
の
回
答
　
①
左
か
ら
２
番
目
の
人
の
口　

②
中
央
・
奥

の
柱
の
幅　

③
包
丁
の
大
き
さ　

④
漬
け
物
だ
る
の
高
さ　

⑤
干
し
た
大
根
の
数　

⑥
右
か
ら
１
番
目
の
人
の
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
が
ヘ
ア
バ
ン
ド
に　

⑦
右
端
の
犬
の
鼻

◇
新
年
号
の
間
違
い
さ
が
し
の
当
選
者
…
荒
幡
紀
子
さ
ん（
国
西
）
※
当
選
者
に
は
粗
品
を
お
送
り
し
ま
す

【
東
小
分
会
・
朝
倉
法
明
記
】

永
く
組
合
活
動
を
け
ん
引
し
て

く
れ
た
電
気
工
の
仲
間
が
肺
気

腫
で
先
日
亡
く
な
っ
た
。
肺
気

腫
は
ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
と
な

る
病
気
。
ひ
と
り
病
院
の
ベ
ッ

ド
で
苦
し
み
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

渦
中
お
見
舞
い
も
な
い
中
ひ
と

り
で
亡
く
な
っ
た
。「
国
に
責

任
」
国
に
勝
っ
た
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
。
最
高
裁
判
所
が
出

し
た
国
に
対
す
る
勝
利
判
決
を

彼
は
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ

ろ
う
か
？　

お
そ
ら
く
知
ら
な

い
ま
ま
亡
く
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

こ
の
半
年
の
間
に
支
部
の
組

合
員
が
２
人
も
ア
ス
ベ
ス
ト
疾

患
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
２
人

と
も
分
会
役
員
を
務
め
分
会
を

引
っ
ぱ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
だ
。

昨
年
８
月
に
亡
く
な
っ
た
板
金

工
の
仲
間
も
そ
の
ひ
と
り
。
２

人
と
も
同
じ
84
歳
。
拡
大
行
動

で
そ
の
仲
間
を
訪
ね
る
と
「
ま

ぁ
～
上
が
ん
な
さ
い
よ
」
と
奥

さ
ん
と
一
緒
に
迎
え
て
く
れ
た
。

お
茶
と
お
菓
子
を
出
し
て
も
ら

い
「
飲
む
か
い
？
」
と
ま
で
言

っ
て
い
た
だ
き
「
い
や
い
や
今

日
は
」
と
帰
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
た
。
組
合
歴
50
年
の
そ
の

仲
間
の
言
葉
で
と
て
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
「
会
議
は
重

要
だ
、
参
加
し
て
成
立
さ
せ
な

い
と
い
け
な
い
」
と
て
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
人
で
し
た
。
余
談
で

す
が
、
彼
が
ア
ス
ベ
ス
ト
肺
で

余
命
を
知
っ
た
と
き
、
延
命
措

置
の
酸
素
吸
入
を
断
っ
た
そ
う

で
す
。
ア
ス
ベ
ス
ト
肺
は
苦
し

い
。
あ
る
遺
族
原
告
団
の
奥
さ

ん
の
話
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

「
ベ
ッ
ド
の
上
で
苦
し
ん
で
い

る
主
人
が
俺
を
殺
し
て
く
れ
と

私
に
言
う
ん
で
す
」。
息
が
吸

え
な
い
、
咳
が
止
ま
ら
な
い
。

そ
の
最
中
で
の
ひ
と
言
が
耳
に

残
り
消
え
ま
せ
ん
と
。
裁
判
に

勝
っ
て
も
補
償
の
内
容
は
こ
れ

か
ら
の
話
。
全
被
害
者
救
済
の

た
め
闘
お
う
。
最
初
の
訴
え
を

起
こ
し
て
か
ら
12
年
。
こ
の
後

も
闘
い
は
続
き
ま
す
。
50
年
も

っ
と
か
？

こ
の
運
動
を
支
え
る
主
力
は

東
京
土
建
と
組
合
員
の
あ
な
た

で
す
。

最高裁でも勝利は揺るがなかった（写真提供：しんぶん赤旗）

Ｑ　
も
う
す
ぐ
東
日
本
大
震

災
と
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
か
ら
10
年
だ
ね
。

Ａ　
２
０
１
１
年
３
月
11
日

に
宮
城
県
沖
を
震
源
と
し
た
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
巨
大

地
震
と
大
津
波
、
さ
ら
に
原
発

事
故
。
死
者
・
行
方
不
明
者
は

災
害
関
連
死
を
含
め
、
２
万
２

２
０
０
人
以
上
で
、
戦
後
最
悪

の
災
害
と
な
っ
た
。

Ｑ　
復
興
状
況
は
ど
う
？

Ａ　
土
地
の
か
さ
上
げ
に
よ

る
新
し
い
町
づ
く
り
、
災
害
公

営
住
宅
の
建
設
、
鉄
道
や
道
路

の
復
旧
・
新
設
な
ど
は
進
ん
で

い
る
け
れ
ど
、
人
々
の
暮
ら
し

や
生
業
（
な
り
わ
い
）、地
域
経

済
の
再
建
は
、
ま
だ
ま
だ
途
上

段
階
と
い
わ
れ
る
。

Ｑ　
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
も
大
き
そ
う
だ
。

Ａ　
１
年
ほ
ど
前
に
災
害
住

宅
の
入
居
者
に
生
活
回
復
度
を

聞
い
た
調
査
で
は
、「
回
復
し

て
い
な
い
」
の
回
答
が
岩
手
・

宮
城
両
県
で
約
３
割
、
福
島
県

で
約
６
割
も
あ
っ
た
。
避
難
者

も
ま
だ
多
く
、
と
く
に
福
島
県

で
は
約
３
万
７
千
人
（
昨
年
12

月
）
に
上
っ
て
い
る
。

Ｑ　
そ
ん
な
に
…
。

Ａ　
政
府
は
今
年
３
月
末
ま

で
を
「
復
興
・
創
生
期
間
」
と

し
て
い
る
が
、
被
災
地
や
被
災

者
に
寄
り
添
っ
た
手
厚
い
公
的

支
援
は
今
後
も
必
要
。
原
発
事

故
を
め
ぐ
る
汚
染
水
処
理
や
東

京
電
力
の
賠
償
責
任
な
ど
の
課

題
も
山
積
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
震
災
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多

く
な
る
け
れ
ど
、
被
災
地
の
こ

と
を
忘
れ
ず
関
心
を
持
ち
続
け

た
い
ね
。

主
婦
の
会
定
期
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

【
日
時
】	２
０
２
１
年
３
月
30
日
㈫

	

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
ま
で

【
場
所
】	国
分
寺
労
政
会
館
４
階

	

第
４
会
議
室（
国
分
寺
市
南
町
３
︱
22
︱
11
）

※	

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
３
月
22
日
ま
で

に
支
部
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

安全第一でケガのないよう注意します！

現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
で
安
全
対
策
を
再
確
認

現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
で
安
全
対
策
を
再
確
認

建
設
現
場
で
は
、
労
働
者
の

労
働
災
害
だ
け
で
な
く
一
人
親

方
や
現
場
作
業
に
従
事
す
る
事

業
主
の
業
務
災
害
も
多
発
し
て

い
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
で
、
事
業

主
や
一
人
親
方
は
、
労
働
安
全

衛
生
法
上
の
保
護
対
象
と
は
さ

れ
て
お
ら
ず
、
結
果
と
し
て
安

全
衛
生
に
関
す
る
基
礎
知
識
を

充
分
に
習
得
す
る
機
会
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
現
場
の

安
全
対
策
を
支
援
す
る
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
組
合
に
よ

る
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
支
部
も

加
盟
し
て
活
動
し
て
い
る
立
川

低
住
研
で
も
定
期
的
に
現
場
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
パ

ト
ロ
ー
ル
を
自
粛
し
て
い
る
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

１
月
29
日
、
朝
倉
副
委
員
長

が
元
請
の
現
場
を
訪
問
し
、
作

業
に
従
事
し
て
い
た
一
人
親
方

の
仲
間
と
対
話
し
ま
し
た
。
仲

間
か
ら
は
「
ち
ょ
っ
と
し
た
作

業
の
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
忘

れ
が
ち
。
安
全
第
一
を
心
掛
け

た
い
」
と
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
組
合
で
は
、
厚
労

省
が
進
め
る
安
全
支
援
事
業
と

合
わ
せ
啓
蒙
活
動
を
行
な
っ
て

ゆ
き
ま
す
。

志半ばで亡くなった仲間のため志半ばで亡くなった仲間のため
アスベスト訴訟を闘いぬいて必ず勝利しよう！アスベスト訴訟を闘いぬいて必ず勝利しよう！


